
全国学力・学習状況調査の結果を活用した調査研究に係る成果報告会

 

全国学力・学習状況調査から  
授業改善に向けて

平成２３年３月８日（火）

国立教育政策研究所

清水宏幸

算数・数学教育の観点から
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本日の内容

ＰＩＳＡ調査の結果

全国学力・学習状況調査の４年間の結果から

授業改善に向けて

・授業改善の留意点

・具体的な授業改善の方向性

書くことについての指導を工夫する

生徒の心をひらく
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PISA調査（読解力）の結果より

我が国の生徒は，「テキストの解釈」，「熟考」，とり
わけ記述式の問題を苦手としていることが明らか
となった。（PISA2000調査）

→読む能力にとどまらず，書く能力との関わりを示唆
 している。

→まさに自ら学び自ら考える力など「生きる力」に直
 結

→教科国語の学習指導の中のみにとどまらず，学校
 の教育活動全体でこのような能力を身に付けてい

 かなければならないという方向性 3



PISA２０００の具体的な課題

読解のプロセスとしては「解釈」「熟考・評価」，出

題形式としては「自由記述形式」に課題がある。

～具体的には

ア
 

テキストの表現の仕方に着目する問題

イ
 

テキストを評価しながら読むことを必要とする問題

ウ
 

テキストに基づいて自分の考えや理由を述べる問題

エ
 

テキストから読み取ったことを再構成する問題

オ
 

科学的な文章を読んだり，図やグラフをみて答える
 問題
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問１ 正答

OECD平均 ７６．７

日本 ８４．５

問２ 正答 誤答 無答

OECD平均 ５３．４ ３６．３ １０．２

日本 ４２．２ ２９．０ ２８．８

ＰＩＳＡ2000の具体的な問題（落書きの問題）読解力

ウ
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ＰＩＳＡ2000の具体的な問題（落書きの問題）
 読解力

問３ 正答 誤答 無答

OECD平均 ６７．８ ２５．４ ６．８

日本 ７１．１ １３．７ １５．２

問４ 正答 誤答 無答

OECD平均 ４５．２ ４０．８ １３．９

日本 ５４．７ １８．２ ２７．１

イ

イ
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ＰＩＳＡ2000の具体的な問題（盗難事件の問題）
 数学的リテラシー

年間の盗

 
難事件数

あるTVレポーターがこのグラフ

を示して，「1999年は1998年に比
べて，盗難事件が激増していま
す」と言いました。

このレポーターの発言は、この
グラフの説明として適切ですか。
適切である，または適切でない
理由を説明してください。

正答率 OECD平均 日本

PISA2000（非公開） ２８．６ ２４．９

PISA2003 ２９．５ ２９．１

PISA2003の無答 １５．０ １４．４ 7



読解力を高める指導のねらい  読解力向上の７つの視点

ア
 

テキストを理解・評価しながら読む力を高めること

(ｱ)目的に応じて理解し，解釈する能力の育成

(ｲ)評価しながら読む能力の育成

(ｳ)課題に即応した読む能力の育成

イ
 

課題に基づいて自分の考えを書く力を高めること

(ｱ)テキストを利用して自分の考えを表現する能力の育成

(ｲ)日常的・実用的な言語活動に生かす能力の育成

ウ
 

様々な文章や資料を読む機会や，自分の考えを述べたり書
 いたりする機会を充実すること

(ｱ)多様なテキストに対応した読む能力の育成

(ｲ)自分の感じたことや考えたことを簡潔に表現する能力の育成8



PISA2009の結果の概要

我が国の学力の位置

○我が国の読解力，科学的リテラシーは，国際的にみて
 上位グループにある。数学的リテラシーは「OECD平均
 より高得点グループ」にある。

前回との比較

○読解力は，平均得点が前回より大幅に上昇。数学的リ
 テラシー，科学的リテラシーは平均得点が前回より上昇

質問紙調査

○読書活動について肯定的に回答した割合は，ほとんど
 の項目でOECD平均よりも多く，2000年調査よりも増加
 した。
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PISA2009 分野別の結果
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PISA2009の結果より
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調査の目的

全国的な義務教育の機会均等とその水準の維持向上の

観点から，各地域における児童生徒の学力・学習状況を

把握・分析することにより，教育及び教育施策の成果と課

題を検証し，その改善を図ること。

各教育委員会，学校等が全国的な状況との関係において

自らの教育及び教育施策の成果と課題を把握し，その改

善を図ること。
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Ｈ19調査結果（数学Ａ・Ｂ）の概要

数と式

○ （Ａ）指数を含む計算，式の値を求めること，方程式を解くこと

△ （Ａ）文字式が表す意味の理解や方程式の移項の意味の理解

△ （Ｂ）結論が成り立つことを説明するために必要な条件を示すこと

△ （Ｂ）条件に合う式を見いだし，文字式を用いて説明すること

図形

○ （Ａ）基本的な平面図形の性質の理解

△ （Ａ）円柱と円錐の体積の関係の理解

△ （Ｂ）仮定と結論の意味を理解して証明の構想を立てること

数量関係

△ （Ａ）反比例の表を完成させること

△ （Ａ）確率の意味の理解

○ （Ｂ）説明することがらを正しく選択し判断すること

△ （Ｂ）数量の関係を理想化したり実際のデータを単純化したりして，

数学的に表現すること
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Ｈ20調査結果（数学Ａ・Ｂ）の概要

数と式

○ （Ａ）整式の減法の計算

△ （Ａ）文字式を具体的な事象と関連づけた意味の理解

△ （Ｂ）事柄が成り立つ理由を方針に基づいて説明すること

図形

○ （Ａ）証明中の根拠として用いられている平行線の性質の理解

△ （Ａ）作図方法を図形の対称性に着目して見直すこと

△ （Ｂ）方針に基づいて証明すること

数量関係

△ （Ａ）反比例・一次関数の関係を式に表すこと

△ （Ｂ）事象を理想化したり単純化したりしてとらえ，その特徴を数学的

に解釈し一次関数と判断すること

△ （Ｂ）事象を数学的に解釈し判断し，数学的な表現を用いて説明すること14



Ｈ21調査結果（数学Ａ・Ｂ）の概要

数と式

○ （Ａ）単項式どうしの乗法の計算

△ （Ａ）一元一次方程式をつくるために数量の関係をとらえ，２通りに表せる数

量に着目すること

△ （Ｂ）予想された事柄が一般的に成り立つ理由を説明すること

図形

○ （Ａ）２つの三角形が合同であると判断する際に辺や角の相等関係を指摘

すること

△ （Ａ）証明の意義を理解すること

△ （Ｂ）図形の特徴を的確にとらえ数学的な表現を用いて証明すること

数量関係

△ （Ａ）反比例の関係になることの理解や反比例の関係を式に表すこと

△ （Ｂ）二元一次方程式の解を座標とする点の集合は，直線で表されることの理解

△ （Ｂ）事象を数学的に解釈し，解決の方法を数学的な表現を用いて説明すること
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Ｈ22調査結果（数学Ａ・Ｂ）の概要

数と式

○ （Ａ）実生活の場面に結び付いた正の数と負の数を理解すること

△ （Ａ）一元一次方程式の解の意味を理解すること

△ （Ｂ）予想された事柄を振り返って考えたり，予想された事柄が一般的に成り立

つ理由を説明したりすること

図形

○ （Ａ）垂線の作図の手順について理解すること

△ （Ａ）空間図形における長さの関係を見取図からよみとること

△ （Ｂ）事象を数学的に解釈し，数学的な表現を用いて説明すること

数量関係

○ （Ａ）比例の関係を表す表の特徴をとらえること

△ （Ａ）与えられた事象の中にある２つの数量の関係が一次関数であることを判断

すること

△ （Ｂ）問題解決のための構想を立て実践し，その結果を数学的に表現すること

△ （Ｂ）事象を数学的に解釈し，問題解決の方法を数学的に説明すること
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具体的な授業改善の方向性

(1) 算数・数学の教科観，授業観を問い直す

(2) 誤答に目を向ける

(3) 書くことについての指導を工夫する
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(３) 書くことについての指導を工夫する

①
 

生徒が書くことができるように方法を工夫する。

○対話等を通して，方針等を考えて書く。

○方針等を基に書く。【Ｈ20・数４】

○誤りのあるものを提示し，それを評価し改善する。【Ｈ19・数４】

○証明を振り返り，別の方針を立てる。

 
【Ｈ21・数４】

○証明を振り返り，発展的に考える。

 
【Ｈ22・数４】

②
 

生徒が書く内容について，ねらいを明確にする。

・理由，方法，事実の記述を明確にする。

・何について書くのかを具体的に生徒に示して，記述させる。

・答え方（書き方）を知らせる。
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記述式の問題のタイプ

【中学校数学】

(a)
 

ことがらが成り立つ理由を説明する問題

・
 

説明すべきことがらの根拠を記述する。

・
 

説明すべきことがらを判断し，その根拠を記述する。

(b）
 

ことがらについての事実を説明する問題

(c)  ことがらを調べる方法や手順を説明する問題
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記述式問題の答え方
理由を説明する

「～であるから，……である。」

・「～であるから，」
 

根拠

・「……である。」
 
説明すべき事柄

方法を説明する

「～を用いて，……する。」

・「～を用いて，」
 

何を用いるのか（表，式，グラフ）

・「……する。」
 

それをどう用いるのか

（例）
 

x と
 

y の関係式にある値を代入して求めること

事柄や事実を説明する

前提あるいは根拠となる事実の指摘と，それによって

説明される結論 20
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